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雪原を駆けるスキーO、自転

車を使うマウンテンバイク-O、

そして野山を駆けるフット-O。オ

リエンテーリングは色々 なフィー

ルドで行われている。 

そして地球上で最も広大なフ

ィールド「海」。海洋国家・日本に

こそ相応しい競技はコレなのか

もしれない。 

 

九州じゃ、ちょっとメジャー？ 
シーカヤックを使うオリエンテーリング、

今年で9回目でした。 
 
場所は、長崎県の鹿町町（町がふたつあ

るのは間違いじゃないですよ）。 博多から

高速バスで佐世保まで2時間、そこから西

肥（サイヒ）バスで1時間20分。人口5,800
人で漁業関係が30%という町で、リアス式

海岸で島がたくさんある北九十九島があり

ます。町では、アコヤ貝や河豚の養殖をし

ていて、それぞれの有名な産地に出荷され

ているそうです。 
 
最初にシーカヤックについて一言。これ

はカヌーの１種であるカヤックの海用のも

ので、小型で艇の上面は閉じられていて、

棒の両側にブレードがついたパドル（櫂）

で、前向きに進むものです。エスキモーが

狩猟用に使っていたものが元になっていま

す。カヌーには他にカナディアンといい艇

の上面が開いていて、棒の片側だけにブレ

ードがついたパドルで進むものがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大会はAクラス（8マイル）、Bクラス（5

マイル）、Cクラス（5 マイルペア）、Dク

ラス（1.5 マイル）の5 種目でした。Dク

ラスのみがレンタルカヌーで、他は持ち込

みになっていました。 
 
全体で 83名、70艇の参加で、他に地元

小中学生によるリレー（オリエンテーリン

グではありません）があり、これが140名
の参加でした。 
わたしはDクラスに参加しました。フッ

トＯの大会で見た事のあるオリテンティア

が3人いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
土曜日には初心者向けの講習会、開会式、

参加者交流会がありました。 
講習会には 10 名くらいの参加で、全く

の初心者でも心配なく参加できます。川用

のカヤックをやった事があるので、直進す

るのが大変だと思っていましたが、シーカ

ヤックは直進性が高く、この心配はありま

せんでした。開会式は、講習会も行なわれ

た施設で開かれ、町長さんも含めて床にあ

ぐらをかいての気楽なものでした。交流会

は、長串山という所で開かれ、有料でした

が飲み放題食い放題で、主催者、参加者入

り混じって交流でした。途中、海に沈む夕

陽も眺められ、とても美しい景色でした。 
 
参加している人に聞いてみると、九州で

はなかなかカヤックが盛んなようで、この

大会もカヤック関係では良く知られている

ようでした。また、カヤックでは、オリエ

ンテーリングという名前を使わなくても、

ポイント毎に次のポイントまでの地図をわ

たされるというような競技も行なわれてい

るという事でした。大きいカヤックの大会

では600艇一斉スタートというようなもの

もあるとの事です。なんだか、パドルでの

バトルが大変そうです。 

海洋オリエンテーリング体験 鹿町海洋 OL 大会 
2002 年8 月5 日 清水 潔（横浜OLC）

▲ 海上にあるスタート地点 

 
▲  色とりどりのシーカヤック。出廷を待っています。 
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海上に浮かぶコントロール 
さて、大会当日（8 月4日）です。会場

に行くと、カヌーを屋根に載せた車が続々

と到着します9時がトップスタートで一度

に5艇が同時スタートです。コントロール

はタイヤのチューブを浮きにして、その上

に木製のパンチ台を置き、アンカーで海に

固定してあります。フラッグはプラスティ

ックの板で作られ大きさも普通のサイズだ

ったようです。 
 

 
▲ 設置前のフラッグたち 
 
パンチは全く普通のものでした。また、

地図は乗る前に渡されます。 
地図はプラスティックに封入されコンパ

スをテープで貼り付けられていました。こ

れを艇の上に貼っているゴムバンドにはさ

んで固定します。また、コントロールカー

ドも同様にプラスティックに封入されたも

のが紐とともに渡されます。これは首に掛

けました。 
 

 
▲最も初心者向けのD コース 

湾内だけのコース設定です。 

 
さて、地図を見て港の中と照合してみる

と、どう見てもあるはずのところにコント

ロールがないのがわかります。けれどコン

トロールが穴や植生に隠れているわけでな

く、あまり競技性には影響ありませんでし

た。また、地図上には一応ポイントＯの形

式でスタートの三角からゴールの二重丸ま

で丸をつないであるのですが、カードに押

された記号があっていれば、どう回っても

OK というおおらかさでした。そうは言っ

てもルートの線に従って進むのが一番速い

ようにはなっているので、スタートすると

１番に向かう人と、ラスポに向かう人と二

手に分かれていました。 
 

 
▲イベント前の安全祈願。 
日本的でいいですね。 
フット大会でもやってみようかな。 

 
いよいよ自分の番、10時20分が近づき

ました。港の岸壁に特設された乗り場でカ

ヤックに搭乗です。ここで大失敗をしてし

ましました。カヤックには、舵があり、こ

れをペダルでコントロールするのですが、

この調整を忘れてしまったのです。スター

トしたのは良かったのですが、舵が少し曲

がっているようで真直ぐに進みません。一

生懸命パドルで方向を調整しながら進みま

した。一番コントロール到着。艇が行き過

ぎそうになるのを、パンチを持って艇を引

き戻してパンチ。結構紐は強いもので、ア

ンカーと結んであるロープはもっとしっか

りしているので、これをつかんで艇を止め

てはパンチの繰り返しです。スキーＯと同

じで、最初はとにかく道具を使う腕が勝負

です。Ｄクラスではコントロールは５個あ

り、すべて港の中にありました。すぐに曲

りそうになるカヤックを操ってなんとか

32分16秒でゴールしました。29人参加の

うち10位。1 位は28分05秒、狙えばな

んとかなりそうです。 
 
ちなみに、Aクラスのトップは1時間32

分07 秒なので6 分/km位になります。な

かなか速く、これは簡単にはできそうにあ

りません。カーボンファイバーの艇が軽く

速いそうですので、たぶんそんな艇を使っ

ているのでしょう。 
 
中にはまだ漕げない子供を真ん中に載せ

た3人乗りの艇や、浮き袋をつけた犬と一

緒の人など、皆思い思いに楽しんでいまし

た。 
海上綱引きやお楽しみ抽選会もなども行

なわれ楽しい１日でした。また参加してみ

たい大会です。全くの初心者でも前日の講

習会で参加できますので、参加してみては

どうでしょう。 
 
大会主催者のURLは以下のとおりです。 
http://www.try-net.or.jp/~public/shikam

achi/orient.html 

勢子辻で 

１００コントロールに挑戦！ 

 静岡県では、毎年夏合宿で好評のうちに

ご利用いただいてきました、サマーチャレ

ンジを冬にも開催することになりました。

 ＷＣで世界のトップ選手を楽しませた勢

子辻の桐エリアに１００コントロールを設

置し、北欧気分のオリエンテーリングを心

行くまで楽しんでいただこうという趣向で

す。 

 下の図を見ていただければ分かるよう

に、コントロールはいたるところに置いて

あります。一部を選んで普通のオリエンテ

ーリングを楽しむもよし、全部つなげて、

１０００本ノックならぬ１００レッグＯＬ

でオリエンテーリング技術を徹底的に磨く

もよし。使い方はあなた次第。 
また一部には羽鳥エミット商会協賛によ

るエミットのユニットも設置されていま

す。トップ選手とラップタイムを比較する

チャンスもあります。 

お問い合わせ 
静岡県ＯＬ協会（担当：村越真） 

０５４－２３７－９６３７ 

メール：shin@orienteering.com 

 


